
様式第１号（第１０条関係） 

 

２０２５年度業務実績報告書 

提出日  2026 年 1 月 16 日 

 

１．職名・氏名  教授・濵口昌已     

 

２．学位  学位 農学博士、専門分野 海洋生物生産、授与機関 愛媛大学、授与年 1989 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

海洋生物学（2）、生物学Ⅱ（2）、水圏種苗生産学（2）、水産増殖学実習（2）、養殖学実習（2）、

フィールド実習（2）、 

② 内容・ねらい 

海洋生物学と水圏種苗生産学は先端増養殖科学科の二年生に海洋生物の生理や生態等や水圏種

苗生産学の魚類以外の生物の種苗生産や放流技術などをわかりやすく説明した。生物学Ⅱでは、

生物生態に関する部分を担当し、教科書の内容の説明に加え、水産業の現場での事例を加えて

説明した。水産増殖学実習と養殖学実習は小浜湾で実施しているマガキの天然採苗技術や養殖

に関わる作業、出荷のための一連の作業について現場での見学等を加えて講義した。フィ－ル

ド実習では先端増養殖科学科の一年生にシジミ漁体験時にヤマトシジミの漁業などについても

説明した。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

講義では動画等を使うとともに、講義内容と関係する私の前職での調査・研究事例を交えてよ

り理解してもらえるように努力した。実験や実習では、実際の増養殖の現場で行われている作

業を体験できるように構成した。また、講義や実験、実習では県外を含めた漁業者や福井県の

担当者等にも参加していただき、実践的な内容や作業を説明していただき、学生との対話など

で学生自身の質問や疑問にも応えるように工夫した。加えて、講義や実験、実習等で興味を持

った学生さんについては自主的に調査・研究する場を提供した。また、今年度から大学院生 2

名（主担当）を担当することになったが、論文作成に加えて調査に必要な遺伝子解析や環境 DNA

分析技術を指導した。 

  

(2)その他の教育活動 

三重大学では集中講義「水圏環境生物学」を担当した。加斗小学校のシーカヤック体験で小学

生と共に蒼島周辺の環境 DNA 試料を採取し、魚類相の解析結果について授業を行った。若狭

高校ではシロウオやアマモ調査を共同で行うとともに、SSH 校報告会や海洋探究協働会議に参

加して各種提言やアドバイスを行った。 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

① 著書 

Positive effects of seagrass beds on sanitary conditions in oyster aquaculture. M. Hori, 

M. Hamaguchi, M. Richard, V. Derolez and F. Lagarde, A. C. Bennis et al (eds.) 

Constraints and Adaptations in Global Change at the Land-Sea Interface: For Shared 

Ecological and Energy Transition, pp. 363-380, Springer Nature, Switzerland. 2025 

【1本】 

② 学術論文（査読あり） 

1. 和歌山県那智勝浦町下里、福井県小浜市堅海および若狭町世久見で採取した Ecklonia 属海

藻. 浜口昌已・西條大輔・白石智孝・谷保文野、福井県立大学論集、62、1-9、2025、Dec. 

2. Anisakis larvae in live-caught chub mackerel from Japan: tissue-specific distribution 

and sibling species identification, F. Takizawa, F. Ito, C. Ose, K. Kakita, G. Nakazono, 

R. Iguchi, E. Miyawaki, T. Maeda, D. Shimizu, H. Matsui, H. Suzaki, K. Zenimoto, A. 

Ido, M. Kuroyanagi, M. Hosoi, M. Matsukawa, Y. Yoshiura, M. Hamaguchi, M.Ohtani, 

T. Miyadai, H. Suetake. Fisheries Science, in press               【2本】 

③ その他論文（査読なし） 

1. 福井県で採取した侵略的外来シジミ Corbicula fluminea の形態学的および遺伝学的解析．

赤澤瞬・西村碩教・浜口昌已，南紀生物、67（1）、60-63、2025、 Jun.                                              

【1本】 

④ 学会発表等 

1. Field Monitoring for Successful Wild Oyster Spat Collection．T. Okamura, T. Matsubara, M. 

Hamaguchi, 第 20 回日仏海洋学シンポジウム, 鳥羽 2025/11/28-30 

2. 環境DNAを利用した藻場炭素固定機能評価の試み．浜口昌已、オ－シャンDNAテック2025. 

2025/11/7 

    【1 件】 

⑤ その他の公表実績 

1. 県大カーボンニュートラルプロジェクト．浜口昌已．令和６年度水産研究シンポジウム、

2025/2/17 

2. 海面養殖とブルーカーボンの両立を目指す〜小浜湾からの挑戦〜．浜口昌已・赤澤瞬・大

住一平．第 27 回「ジャパン・インターナショナル・シーフードショー」公開セミナ－，

2025/8/21 

3. 県内企業の皆様、私達とともにブル－カ－ボンを使ってカ－ボンニュ－トラルを目指しま

せんか？ポスタ－展示、北陸技術交流テクノフェア，2025/10/21 

                            【2 件】 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 

1.令和 7年度福井県委託研究「ふくいの磯根資源持続的利用技術開発」（主担当） 

2.水産庁事業漁場環境改善推進事業令和 7 年度「栄養塩、赤潮・貧酸素水塊に対する被害軽減

技術の開発」のうち「栄養塩の水産資源に及ぼす影響の調査」の一部（分担 2件） 

3.日本財団の海洋酸性化プロジェクト令和 7 年度「カキ類浮遊幼生に対する海洋酸性化の影響

評価並びに小浜湾の環境モニタリング」獲得（課題代表者） 

4.JSTの CREST【海洋カーボン】領域名：海洋と CO2の関係性解明から拓く海のポテンシャル 

「海洋貯留による藻場吸収源デジタルツイン構築」獲得（東大チームの研究分担者） 

5.環境省総合研究推進費【S-23】テーマ２：自然共生サイトの生物多様性と構成種の生態に関

する観測研究・基盤データ集積 サブテーマ(3)：干潟・藻場等生態系間の遺伝的連結性、（サ

ブチ－ムリ－ダ－、課題代表者） 

6. 令和 7 年度国際エメックスセンター若手研究者活動支援制度「二枚貝浮遊幼生の餌である微

小珪藻類の生理・生態に関する研究～浮遊幼生の活力や着底に与える影響と増殖特性の解明

～」（研究分担者） 



7. 科研費基盤研究（B）アマモ場のブルーカーボンと魚類生産の包括評価：環境・水産が両立

する沿岸政策の構築．（研究分担者） 

 

【学内】 

30 周年プロジェクト（学長裁量経費）「カーンボンニュ－トラル」海洋関係責任者 

 

(3)特許等取得 

なし 

 

(4)学会活動等 

令和 7 年度水産海洋学会若手優秀発表賞審査委員 

次期（令和 8-9 年）の水産学会中部支部幹事に選出 

 



５．地域・社会貢献活動 

①-1 委員就任（環境省）令和 7 年度重要生態系監視地域モニタリング推進事業（磯・干潟調査）

の干潟分科会、本事業のうち干潟に関する調査の評価及び実施、2025/4～現在 

①-2 委員就任（和歌山県）貝毒監視調査事業に係る評価を行う 2025/7 

①-3 委員就任（広島県）養殖カキへい死原因究明有識者会議委員 2025/12～ 

①-4 委員就任（滋賀県）セタシジミ資源回復対策検討会 琵琶湖のセタシジミの資源管理とそ

の生息環境の保全・再生のための施策を検討する。2025/5～現在 

①-6 外部専門家就任（長崎・福岡、佐賀・熊本 4 県）水産庁有明海漁業振興技術開発事業にか

かる魚種別検討会二枚貝分科会での外部専門家として本年度の調査・研究結果の助言・指

導、2025/12～現在 

①-7 外部専門家就任（和歌山県那智勝浦町）那智勝浦町の藻場保全再生に関わる助言、指導、

2025/5～現在 

①-8 国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産技術研究所客員研究員 2024/4～現在 

②-1 科学研究費補助金 基盤研究（B）「浅海域植生帯堆積物における有機炭素長期貯留評価と

難分解化機構の解明」、調査および試料分析、2025/4～現在 

②-2 福井県委託研究ふくいの磯根資源持続的利用技術開発、調査および試料分析、2025～現在 

②-3 水産庁事業漁場環境改善推進事業「栄養塩、赤潮・貧酸素水塊に対する被害軽減技術の開

発」のうち「被害軽減着実の開発」、調査および試料の分析、報告書とりまとめ、2025/4

～現在 

②-4 環境省総合研究推進費【S-23】テーマ２：自然共生サイトの生物多様性と構成種の生態に

関する観測研究・基盤データ集積 サブテーマ(3)：干潟・藻場等生態系間の遺伝的連結性

による阪南セブン等の調査及び試料分析、2025/4～現在  

②-5 令和 5 年度国際エメックスセンター若手研究者活動支援制度「二枚貝浮遊幼生の餌である

微小珪藻類の生理・生態に関する研究～浮遊幼生の活力や着底に与える影響と増殖特性の

解明～」マガキ幼生試料の発現遺伝子解析、2025/6～現在 

②-6 日本財団「海洋酸性化プロジェクト」、小浜湾マガキ浮遊幼生調査、pH の異なる飼育水で

飼育したマガキ幼生の貝殻形成たんぱく質の発現遺伝子解析、2025/4～現在 

②-7 CREST【海洋カーボン】「海洋貯留による藻場吸収源デジタルツイン構築」、釧路沖堆積

物中の海草・海藻由来の eDNA の定量分析、フコイダンの定量分析技術開発、2025/4～現

在 

③ NPO 法人「うみから」と共同で水産多面的事業に係る小浜湾アマモ場調査、2025/7/15 他 2

回 

④-1 アコヤガイ天然採苗技術開発、国立研究開発法人水産研究・教育機構と㈱ミキモトとの共

同研究 

④-2 横浜市内海岸港湾域の環境 DNA による海藻類の評価に関する共同研究、㈱八千代エンジ

ニアリングとの共同研究 

④-3 ブルカ－ボン機能強化のための共同研究、㈱アイシン福井との共同研究  

④-4 新規カキ着底用プレ－トの開発 ㈱シロウマサイエンスとの共同研究   

⑤ 三重大学集中講義「水圏環境生物学」2025/9/17-19 

⑥-1 カキ養殖新技術導入プロジェクト会議（小浜市主催）、小浜市漁業協同組合、月一回 

⑥-2 加斗小学校出張キャンパス「蒼島周辺環境 DNA 調査」2025/7/12 

⑥-3 加斗小学校出張キャンパス「蒼島周辺の環境 DNA による魚類相調査の結果報告」

2025/12/14 

⑥-4 若狭高校 SSH 報告会コメンテ－ター、2025/2/8 

⑦-1 インタ－ナショナルシ－フ－ドショ―参加とセミナ－講演 2025/8/21 

⑦-2 北陸技術交流テクノフェアふくい IT フォーラム（先端増養殖科学科のカキ養殖研究やブ

ル－カ－ボン研究を紹介）、福井県産業振興会館、2025/10/23 

⑦-3 小浜湾マガキ天然採苗のためのマガキ幼生調査結果の漁協・漁業者への提供、2025/5/31

～9/7（各週）⇒昨年度と同様天然採苗成功 

⑦-4 ㈱アイシン福井ブル－カ－ボンに関するヒアリング、2025/11/16 

⑦-5 福井県環境保全協業組合ブル－カ－ボンヒアリング、2025/12/6 



⑦-6 小浜湾マガキ天然採苗のための種見調査結果の漁協・漁業者への提供、2025/7/10～9/10

（各週） 

⑦-7 和歌山県那智勝浦町ブル－カ－ボンに関するヒアリングおよび藻場調査、2025/6/16、

11/20-22、12/24-25 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

なし 

(2)委員会・チーム活動 

福井県立大学動物実験委員会委員（R7.4～現在に至る） 

福井県立大学毒物劇物管理委員会委員（R7.4～現在に至る） 

(3)学内行事への参加 

オープンキャンパスに参加（模擬講義担当 2025/9/6） 

 

(4)その他、自発的活動など 

小浜市内の漁業者および和歌山県那智勝浦町の藻場再生のための現地調査、業者とともに潜水

調査を行い、藻場の状況を調べた。 

 

 


